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※内容が変更となる場合もございますので、あらかじめご了承ください。

最強じゃんけん王決定戦
―身近なテーマでデータ分析―

あなたはじゃんけんが強いですか？
グー・チョキ・パーのうち，勝ちやすい手はあるのでしょうか？素朴で身近なテーマから奥深いデータ分析の世界へ！みなさんからも実
際にデータを集めながら，魅力的なデータサイエンスの入口をお示しします。

子どもの遊びの世界をみてみよう
写真や映像から、０歳から５歳までの子どもの遊びの世界をみてみましょう。
これも遊び？、遊びながらこんなに考えているんだ！、などなど、遊びを見る目が変わります。子どもの遊びの面白さと奥深さを一緒に
考えましょう。

歴史発見！
１枚の写真や絵から日本の歴史を探ってみよう

社会科は「暗記」が重要だと思い込んでいませんか？
これまでの学びの多くは、用意された一つの答えにたどり着くものであったかもしれません。１枚の写真や絵などから日本の歴史の楽し
さを感じてみませんか?

ちょっと「もぞてつ（もぞもぞ哲学対話）」してみない？
～哲学対話で「自分」と出会う～

「「自分らしく」って言われるけれど…そもそも「自分」って何だろう？」「私の考えって周りの友達と何だか少し違うみたい…」「真
面目に○○について考えてみたいけれど、変に思われたりしないかな？」そんな風に思ってしまい、何だかモヤモヤしたりもぞもぞした
りすること、ありませんか？この授業では普段は深く考えないような（当たり前の）「問い」を切り口に、哲学対話の手法を用いて一緒
に考えていきます。人と同じだから安心すること、人と違うからこそ安心すること、対話を通して改めて「自分」を知ってみる。そんな
時間を一緒に創っていければと思っています。

物語における和歌のはたらき
平安時代、和歌はやりとりに用いられたり、おめでたい場を飾るために詠まれたりしていました。一方で、物語の中でも詠まれていたの
です。現実世界で詠まれる和歌と物語の中で詠まれる和歌には、同じところもあれば違うところもあります。そこで、物語ならではの和
歌のはたらきに触れて、和歌の用いられ方の幅広さをのぞいてみましょう。

”おいしさ”のしくみ
～五感で変わる味の不思議～

私たちは、五感を使って食べ物のおいしさを感じています。それぞれの感覚が合わさることによって、おいしさにどのような変化が生ま
れるのでしょうか。おいしさに関する不思議な現象を体感しながら、その「しくみ」について科学的に考えてみましょう。

その食べ方で大丈夫？
考えてみよう、食と栄養のこと

一見正しそうに見える食事でも、目的や体の状態によって最適な選択は変わります。簡単なクイズやミニワークを通して、食事に一つの
正解があるわけではないこと、そして体の状態や生活に合わせて考えることの大切さを一緒に学びましょう。

微生物のチカラを利用した食品でおいしく！ 美しく！ 健康に！
〜日本・世界の発酵食品〜

世界は様々な発酵食品であふれています。人類は太古の昔から発酵とうまく付き合ってきました。近年、発酵食品が持つパワーに注目が
集まっています。そのパワー、仕組み、おいしさの秘密を紹介します。顕微鏡（写真）でその微生物たちを観察（紹介）します。

子どもの世界を感じてみよう。
～楽しい表現遊び～

幼児期の表現遊びについて考えてみましょう。造形遊び・手遊び・音楽や身体を使った遊びなどを通して、子どもは何を感じ、体験して
いるのか、保育の5領域との関連、そして保育者の役割についても一緒に考えてみましょう。

体験講座
（午前の部）11：35～12：15　／　（午後の部）14：35～15：15
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